
引き渡し後に雨漏りなどの不具合が起きた時はどのようにすればいいですか？Q
A 万が一、雨漏りなどの不具合が発生してしまった場合は、当社までご連絡ください。

保証内容に従い、責任を持って補修を実施させていただきます。

万が一、住宅を建築した会社が倒産などしていたらどうなりますか？Q
A 当社が倒産・廃業した場合は、本サービスのバックアップを請け負う第三者機関にて

保証を継続いたしますのでご安心ください。

20年間は、何でも無料で補修してもらえますか？Q
A 本サービスの対象となるのは、「構造耐力上主要な部分」「雨水の浸入を防止す

る部分」です。
また、該当する部分であっても以下の事項に起因する事象および「建物長期保証
サービス基準表」に記載の「本サービスの対象とならない場合」に当てはまる事象は、
サービスの対象外とさせていただきますのでご了承ください。

・洪水、台風等の自然変象または火災、落雷、爆破等の偶然または外来の事由

・土地の沈下、隆起、移動、振動、軟弱化、土砂崩れ、土砂の流失・流入または土地造成工事の瑕疵

・住宅の虫食いまたは瑕疵によらない自然消耗等の事由

・住宅の著しい不適正使用または著しく不適切な維持管理

・住宅の増築・改築・補修の工事またはそれらの工事部分の瑕疵

・地震もしくは噴火またはこれらによる津波が原因となって生じた損害、焼失、埋没、流失等　など

※その他の「サービス対象外事由」につきましては、「建物長期保証サービス基準表」をご確認下さい。
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建物最長 年保証
大切な住まいを守るために

「安 心」と、ずっと一 緒 に

長く、安心して暮らすための
「建物長期保証」のご案内です。

よくあるご質問
Q&A



※「災害などの外的要因」「使用上の過失」など、対象外となる不具合もございます。
　詳しい保証内容は各種約款をご確認ください。
※保証期間内であっても、お客様ご自身で他社へ補修や修理を依頼された場合は、保証が適用されず、
　補修費用のお支払いなどは致しかねますのでご注意ください。
※10年目までの新築住宅瑕疵保険による保証と、11年目以降の保証では、一部内容が異なります。

建物最長60年保証のご案内

一般的な保証制度と何が違いますか？

どんなことが起きたときに保証が役立ちますか？

一般的に雨漏りの補修にはどのくらいの費用が掛かるのですか？

新築住宅をご検討の際は、どんなお住まいにするかだけではなく、
どれだけ安心して暮らせるのかも大切だと考えています。

そこで私たちは、「住み始めてからの長期の安心」をご提供しております。

合計で約 ���万円程度かかる場合も

外壁からの
雨漏りの補修
約��万円

15年目 20年目10年目

足場の必要な
雨漏りの補修
約���万円

サッシ廻りの
雨漏りの補修
約 ��万円

建物において重要な構造・防水の不具合の責任期間は、法律で10年と定められて
います。そのため、住宅会社の保証は10年間というのが一般的ですが、当社はお客様に
長期の安心をご提供するために初期保証を20年間としております。
20年以降は、10年の延長を繰り返すことで、最長60年の長期保証に対応しております。

一般的なケースでは、60万円～90万円
程度の補修費用が必要となります。場合
によっては、200万円以上の補修費用が
かかることもあります。
当社では、お引き渡し後20年間、突然の
不具合発生時にも、費用負担なく補修さ
せていただきます。

万が一、雨漏りなどの重大な不具合が起きてしまったときでも、保証期間内であれば
お客様負担なく補修いたします。

通常保証との違い

保証内容

10年目の無料住宅検査
お引き渡し後10年目までに専門スタッフによる無料住宅検査を実施いたします。
実施日については事前にご相談をさせていただきます。
保証の対象となる不具合（雨漏りなど）が発生していないかの検査を実施いたします。

屋外

外壁・開口部
屋根・バルコニー
軒裏・土台など

屋内

柱・内壁
天井・床

基礎・床組みなど

※無料住宅検査は、11年目以降の保証を提供するための検査です。
※検査の内容や検査方法については、将来変更になる可能性がございます。
※住宅検査について、合理的理由なくご協力いただけない場合、検査が完了するまでの期間は保証が免責となります。

お
引
渡
日

住宅のお引き渡し日から
２０年間（延長可能）

・構造耐力上主要な部分
・雨水の浸入を防止する部分

保証の期間

保証の対象

屋根などからの
雨水の浸入

開口部などからの
雨水の浸入

外壁などからの
雨水の浸入

小屋組

屋根（屋根板）

斜材

横架材

壁

柱

床（床版）
土台

基礎

当社

一般的な
保証制度

お引渡日 20年10年

有料メンテナンス後保証継続
または保証終了

瑕疵担保責任期間
10 年

建物初期保証　　年20 最長　　年60

無料の住宅検査
を実施

20年目検査
メンテナンス
　　工事 21年目以降は定期的な検査および指定のメンテナンス

工事（有料）を行った場合が対象です。瑕疵担保責任期間
10 年



いつまでも
安心して住まう家を。

※保証には条件があります。詳細は裏面をご確認ください。

地 震 保 証

項  目

Q&A

対象物件

保証条件

保証期間

上限・免責

保証総額

Q
A

地震により家財が破損した場合、家財も保証されますか？

家財は保証されません。保証対象となる部分は、
住宅の補修のみとなります。
家財は保証されません。保証対象となる部分は、
住宅の補修のみとなります。

Q
A

地震により住宅被害にあった場合には、どのようにしたら良いですか？

住宅被害にあった場合には、当社にご連絡ください。
被害状況の確認および補修箇所・補修内容の確認にお伺いいたします。
また、保証利用のため、罹災証明書を自治体の担当部署に申請、
発行してください。

住宅被害にあった場合には、当社にご連絡ください。
被害状況の確認および補修箇所・補修内容の確認にお伺いいたします。
また、保証利用のため、罹災証明書を自治体の担当部署に申請、
発行してください。

Q
A

被害の程度により、補償される金額は変動しますか？

本サービスは被害箇所を無料で補修するサービスとなります。
（役務を提供するものであり、補修に必要な金額をお支払いするものではありません）
本サービスは被害箇所を無料で補修するサービスとなります。

（役務を提供するものであり、補修に必要な金額をお支払いするものではありません）

保 証 条 件

お引渡し日から10年間

上限10億円

から

計測震度6.8以下の揺れによって
全壊・大規模半壊・中規模半壊・半壊した場合

の揺れによって
した場合

建物の販売価格（税込）を限度額とし、免責金額無し
地盤、津波、火災による損害（地震を間接の原因とする場合を含む）は対象外

とし、
地盤、津波、火災による損害（地震を間接の原因とする場合を含む）は対象外

（当制度に加入するパナソニックビルダーズグループが建築した全ての物件で保証総額を共有します）（当制度に加入するパナソニックビルダーズグループが建築した全ての物件で保証総額を共有します）

※本サービスは保険ではないため、各種地震保険とは内容・条件が異なります。※本サービスは保険ではないため、各種地震保険とは内容・条件が異なります。
※本サービスは各種地震保険への不加入を推奨するものではありません。別途ご加入頂くことをお奨めいたします。※本サービスは各種地震保険への不加入を推奨するものではありません。別途ご加入頂くことをお奨めいたします。
※被害総額が１０億円を超える場合、保証上限が建物の販売価格を下回る可能性があります。※被害総額が１０億円を超える場合、保証上限が建物の販売価格を下回る可能性があります。
　（例えば被害総額が２０億円の場合、保証上限が建物の販売価格の凡そ50％程度になる可能性があります。）　（例えば被害総額が２０億円の場合、保証上限が建物の販売価格の凡そ50％程度になる可能性があります。）

パナソニックアーキスケルトンデザイン株式会社が
構造計算を行う耐震等級3相当の新築住宅（戸建）
パナソニックアーキスケルトンデザイン株式会社が

を行う の新築住宅（戸建）

※耐震等級に関する公式な性能評価を受けるには、別途申請が必要です。※耐震等級に関する公式な性能評価を受けるには、別途申請が必要です。



海や山に囲まれ、豊かな自然に恵まれている日本列島。四季折々に彩られる地形である一方で、その自然がもたらず災
害が多いのも事実です。その中でも、日本の地震による危険度は世界的に見ても非常に高く、全国どこでも強い揺れに
見舞われる可能性があり、文部科学省のデータ※２によると、今後30年間の地震発生確率が70％以上となる地域もあり
ます。丈夫で安心なお住まいと備えが、日本の安心と万が一の時の支えとなります。
※１　気象庁震度データベースより　※２出典「文部科学省の地震・防災研究に関する取組について」

当社の住宅は、パナソニックアーキスケルトンデザイン株式会社が、専門的かつ客観的な立場で構造計算を行っており、
長期優良住宅基準を上回る、日本最高レベルの耐震等級３基準をクリアした、耐震性に優れた住宅です。耐震等級とは、
地震に対する建物の強さを表す等級であり、耐震等級３は、消防署や警察署など防災の拠点となる建物と同等の耐震性です。

熊本地震における木造住宅の被害状況について、耐
震等級３の住宅は、建築基準法レベルの住宅に比して
大きな損傷なく、大部分が無被害であった。

万が一の地震発生時にも、
建替えまで保証します。

家を守る。
家族を守る。
未来を守る。
当社の住宅は構造・耐震基準に優れた、品質に自信のある住

宅です。安心の評価基準をクリアした住宅は、住宅オーナー様

のお住まいを、そして家族を守り、住宅の価値を守ります。

安心の評価基準をクリアした高品質な住宅。

万が一の時にも、建物の販売価格までを保証。

※詳細はパンフレットの裏面をご確認ください。

当社の住宅は、パナソニックアーキスケルトンデザイン株式会社による評価基準をクリアしている高性能な住宅のため、万が一
地震により住宅が倒壊してしまった場合でも、建て替え費用を販売価格まで保証します。建て替え時の自己負担が発生しな
いため、地震発生時の住居修復に関する費用を心配する必要はありません。

COLUMN

1.5倍
消防署や警察署等の
防災の拠点となる
建物の耐震性

当　社

耐震等級

3
阪神・淡路大震災相当の
地震でも倒壊しない程度

一般の住宅の
耐震性能

耐震等級

1

建築基準法

1.25倍
病院や学校等
避難所となる
建物の耐震性

長期優良住宅

耐震等級

2
日本最高
レベル

地震大国、日本では、
建物の倒壊の恐れのある
震度６弱以上の地震は、

（２.３回／年）

回発生54
（現行の震度階級導入（平成8年）以降、平成３１年までの約２４年間）

無被害 軽微・小破・中破 大破 倒壊・崩壊

■ 建築基準法レベル（301棟）
60% 34%

4% 2%

■ 性能表示等級3（16棟）
88% 12%

回54
建物倒壊の
恐れあり

［震度0］
人は揺れを感
じない。

［震度1］
屋内で静かにし
ている人の中に
は、揺れをわず
かに感じる人が
いる。

［震度4］
●ほとんどの人が驚
く。
●電灯などのつり下げ
　物は大きく揺れる。
●座りの悪い置物が、
　倒れることがある。

［震度5弱］
●大半の人が、恐怖を覚え、物につかまりたいと感じる。
●棚にある食器類や本が落ちることがある。
●固定していない家具が移動することがあり、
　不安定なものは倒れることがある。

［震度6弱］
●立っていることが困難になる。
●固定していない家具の大半が移動し、倒れるものもある。
　ドアが開かなくなることがある。
●壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することがある。
●耐震性の低い木造建物は、瓦が落下したり、
　建物が傾いたりすることがある。倒れるものもある。

［震度6強］
●はわないと動くことができない。飛ばされることもある。
●固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるものが多くなる。
●耐震性の低い木造建物は、傾くものや、倒れるものが多くなる。
●大きな地割れが生じたり、
　大規模な地すべりや山体の崩壊が発生することがある。

［震度7］
●耐震性の低い木造建物は、
　傾くものや倒れるものがさらに多くなる。
●耐震性の高い木造建物でも、
　まれに傾くことがある。
●耐震性の低い
　鉄筋コンクリート造の建物では、
　倒れるものが多くなる。

［震度5強］
●物につかまらないと歩くことが難しい。
●棚にある食器類や本で落ちるものが多くなる。
●固定していない家具が倒れることがある。
●補強されていないブロック塀が崩れることがある。

［震度2］
屋内で静かにし
ている人の大半
が、揺れを感じ
る。

［震度3］
屋内にいる人の
ほとんどが、揺
れを感じる。

耐震性が高い 耐震性が低い
耐震性が高い 耐震性が低い耐震性が高い 耐震性が低い

0

4

1 2 3

6
弱

5
弱

5
強

6
強

7

※１

出典：国土交通省
「熊本地震における建築物被害の原因分析を行う委員会」報告書のポイント

※耐震等級に関する公式な性能評価を受けるには別途申請が必要です。


